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ad, 1934 （河村訳，1995））。 


















































































































































































 生徒 c：「（省略）うーん何か変わってるんだよね。一人が好きそう」「合わない」 
筆者：「何が」 
 生徒 c：「その人とは育ってきた環境が違うから。例えば親がすごく厳しいとか」 
























 生徒 b：「それだと，私たちみたいなグループには合わない。」 
 生徒 a：
筆者：「なるほどね」「その『常識ない』ってどういうことですか」 
生徒 a，b，c：「だから，学年 30 番以内とかそういう常識は，ウチらにはない」 
 生徒 b：「そうすると，そういう子とは組めないじゃん（友達にはならないという意味）。  
そういうこと」 





 生徒 d：「（笑い）何でですか？」 
「やっぱ，勉強はしておかないと，大学行きたいですし」 
筆者：「大学行きたいから勉強する」 









 【例 4】と【例 5】から彼女達の「自己概念」による友達づくりの判断基準が異なっているのがみ
てとれた。すなわち，勉強に対する価値を基準としており，その価値をグループ内で共有していた。
それは，「（イ）人は既存の自己概念と整合性のある服装や化粧・服飾品といったサインやシンボルを
表出する」からも説明することができ，学業成績を 1 つのシンボルとしていた。例えば、【例 4】の 4
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【例7】   
筆者：「生徒hは，どうしてスカートを短くしてるの？」  
 生徒 h：「うん。なんか，やぼったく見えない」 
筆者：「やぼったいってどういうこと」 
 生徒 i ：「田舎っぽい」  
筆者：「そうなんだ。生徒 i は，スカート長いと田舎っぽいって感じるんだ」 
 生徒 i：「うん」 
筆者：「でも，優等生グループは長いわけじゃん。ていうことは，田舎っぽいなって思って見て
るってこと」 
 生徒 i：「見てる」「てか，どうでもいいんだけどね」 
 生徒 h：「やっぱ，短くするということは，やっぱオシャレにはいるじゃん」 
 生徒 i：「着こなしね」 
筆者：「でもさ，着こなしというのはさぁ。制服の場合あんまりできるところがないじゃん。ス
カートと，ネクタイと・・」 
生徒 i：「例えば，ネクタイをまかないとか，第 2 ボタンまであけるとか」 
「ローファーのかかとを踏んで履くとか」 
筆者：「なるほどね。高校では第 2ボタンまであけてるの」 
生徒 i：「うん」（生徒 h：うなずく） 















  （200X+1.2.8 下位高校グループ）
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【例8】 
 生徒 a：「（友達について）うん。とりあえず早くつくっちゃって」 
筆者：「うーん。どうしてですか」 
 生徒 b：「だから。はじめが肝心なんだよね」 
筆者：「なるほどね。はじめが肝心なの」 
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